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～今月の表紙～

県北中学校で卒業式が行われ
ました。卒業生は、下級生や
先生方に見送られ、学び舎か
らそれぞれの道へ大きく羽ば
たいていきました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　昭和 16 年建築の「旧小坂村産業組合石蔵」は国見石を使用した石蔵として町内最大規模を誇っています。この石蔵
は、当時の米需給ひっ迫により、産業組合による一元集荷のための穀蔵として建築されました。町内でも珍しい「木骨
石造」で、石積壁の完成後に木造の軸組・小屋組を施工したと考えられます。3 月 11 日に開催された国の文化審議会で、
国登録有形文化財に相応しいものとして答申されました。また１つ、国見のたからものが増えました。

「旧小坂村産業組合石蔵」建築の様子（所在地：国見町大字内谷字西堂地内）

『国見のたからもの』№ 23

①協定書を取り交わす太田町長と馬場事務局長　②会場にはたくさんの木のおもちゃが用意されました　③平成 27 年生

まれの赤ちゃんへ太田町長から誕生祝い品を贈呈　④赤ちゃんへ贈られた町産材で作製した積み木

①

　

国
見
町
は
木
育
事
業
を
進
め
る
た
め
、
東
京

お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
運
営
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
と
協
定
を
締
結

し
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
宣
言
は
全
国
で
16
番

目
、
県
内
で
は
飯
舘
村
に
続
い
て
2
番
目
と
な

り
ま
す
。
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会
と
は
一

昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
森
の
お
も
ち
ゃ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
連
携
し
た
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
式
は
3
月
5
日
、
国
見
町
役
場

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

太
田
久
雄
町
長
と
馬
場
清
事
務
局
長
が
協
定
書

に
署
名
し
、
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
太
田
町

長
か
ら
は
「
林
業
振
興
や
子
ど
も
た
ち
が
木
に

親
し
む
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
誕

生
祝
い
品
と
し
て
太
田
町
長
か
ら
町
産
材
で
作

製
し
た
積
み
木
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
お
も
ち
ゃ
や
県

北
森
林
組
合
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
木
製
の
お

も
ち
ゃ
で
思
い
思
い
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

協
定
式
終
了
後
に
は
、
林
業
関
係
者
や
建
築

業
者
を
対
象
に
木
製
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
が
開
か
れ
、
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委
員
会

と
連
携
し
、
お
も
ち
ゃ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
、
木
育
推
進

と
林
業
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

②

③④

国見町は

『ウッドスタート』宣言
　しました

を
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